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石川県立美術館だより
DAYORI
B I J U T S U K A N

■ 寺田栄次郎展
 －10cm四方の小宇宙－ 第３展示室

■ 春の優品選   前田育徳会尊經閣文庫分館

■ 刀剣と槍    第２展示室

■ 近現代九谷焼の流れ 第5展示室

● ３月のコレクション展示室  主な展示作品

● ３月の企画展示室

● ミュージアムレポート

● 企画展Topics

● アンケート結果より

● 平成23年度の展覧会を振り返って

● 展覧会回顧  移動美術展

● 所蔵品紹介

● 友の会入会受付開始

原風景　寺田栄次郎　2012年 原風景　寺田栄次郎　2012年
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油
絵
の
キ
ャ
ン
バ
ス
に
は
各
サ
イ
ズ
に
Ｆ
，
Ｐ
，
Ｍ
の

三
種
の
規
格
が
あ
る
こ
と
は
よ
く
知
ら
れ
て
い
ま
す
。

F
i
g
u
r
e
は
人
物
、 

P
a
y
s
a
g
e
は
風
景
、

M
a
r
i
n
e
は
海
景
と
長
辺
は
同
じ
で
す
が
、
短
辺
が

順
に
短
く
な
っ
て
い
る
の
で
す
。
こ
れ
以
外
に
は
Ｓ
、

S
q
u
a
r
e
（
正
方
形
）
と
い
う
規
格
が
あ
り
ま
す
。

今
回
の
寺
田
栄
次
郎
展
の
作
品
は
七
十
六
点
す
べ
て
が
Ｓ

で
す
。
人
の
視
野
は
横
に
広
く
縦
は
狭
い
の
で
、
風
景
は

Ｐ
と
Ｍ
の
長
辺
を
横
に
し
て
描
く
の
が
普
通
で
す
が
、
寺

田
氏
は
い
ろ
い
ろ
描
い
て
み
て
こ
の
形
に
落
ち
着
い
た
と

語
り
ま
す
。
ず
ら
っ
と
一
列
に
並
ん
だ
10
㎝
角
の
作
品
を

見
て
い
き
ま
す
と
、
巨
大
な
風
景
の
一
部
を
四
角
の
枠
で

切
り
取
っ
た
か
の
感
を
受
け
ま
す
。

　

写
真
は
寺
田
氏
の
制
作
場
の
一
隅
で
、
こ
の
机
の
上
で

こ
れ
ら
の
作
品
が
描
か
れ
て
い
き
ま
し
た
。
は
じ
め
は
写

実
的
に
描
い
て
い
た
世
界
が
、
徐
々
に
幻
想
を
交
え
、

シ
ュ
ー
ル
な
世
界
に
変
貌
し
て
い
き
ま
す
。
そ
し
て
、
見

る
者
に
奥
行
き
の
深
い
巨
大
な
世
界
を
あ
ち
こ
ち
と
逍
遙

し
て
い
る
の
で
は
と
の
幻
想
を
抱
か
せ
ま
す
。
自
己
を
微
細

に
し
て
巨
大
な
空
間
に
転
送
し
、
一
点
一
点
の
作
品
が
う
か

が
わ
せ
る
深
遠
の
世
界
を
堪
能
い
た
だ
け
れ
ば
幸
い
で
す
。

寺
田
栄
次
郎
氏
略
歴

昭
和
二
十
五
年
愛
知
県
名
古
屋
市
生
ま
れ
。
四
十
九
年
愛

知
県
立
芸
術
大
学
大
学
院
（
油
画
）
修
了
。
東
京
芸
術
大

学
絵
画
組
成
研
究
生
。
五
十
二
年
国
画
会
展
初
入
選
。
以

後
毎
回
入
選
。
五
十
三
年
国
画
会
展 

国
画
賞
受
賞
。
金

沢
美
術
工
芸
大
学
（
油
絵
）
非
常
勤
講
師
（
六
十
年
同
大

研
究
所
講
師
、
六
十
二
年
助
教
授
、
平
成
八
年
教
授
）。

平
成
三
年
国
画
会
会
員
。
十
七
年
国
画
会
退
会
。
以
後
無

所
属
、
個
展
を
中
心
に
作
品
を
発
表
。

現
在
・
金
沢
美
術
工
芸
大
学
芸
術
学
教
授
、
文
化
財
保
存

修
復
学
会
会
員
。

専
門
分
野  

絵
画
組
成
（
絵
画
技
法
・
材
料
研
究
）  

著
書
『
絵
画
下
地
の
研
究
』、『
テ
ン
ペ
ラ
技
法
の
研
究
』、

『
昔
の
顔
料
の
研
究
』、『
金
箔
接
着
剤
の
研
究
』
等

　

前
号
に
引
き
続
き
、「
育
徳
会
所
蔵
の
コ
レ
ク
シ
ョ
ン

が
ど
の
よ
う
に
形
成
さ
れ
た
か
」
に
触
れ
な
が
ら
、「
春

の
優
品
選
」
の
紹
介
を
行
い
ま
す
。

　

さ
て
、
二
月
二
十
五
日
は
、
誰
の
命
日
で
し
ょ
う
か
。

歴
代
藩
主
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
し
か
し
、
前
田
家
に
関
わ

り
深
い
人
物
で
す
。
月
命
日
で
あ
る
二
十
五
日
、
こ
の
人

物
を
祭
る
神
社
で
は
、
祭
礼
が
行
わ
れ
ま
す
。
…
そ
れ
は
、

菅
原
道
真
で
す
。

　

前
田
家
で
は
、
三
代
藩
主
利
常
の
頃
よ
り
、
自
分
た
ち

の
先
祖
は
菅
原
道
真
で
あ
る
と
明
言
す
る
よ
う
に
な
り
ま

す
。
そ
し
て
、「
東
風
吹
か
ば
」
と
詠
ん
だ
道
真
に
ち
な

ん
だ
梅
を
、
家
紋
と
定
め
た
の
で
し
た
。
以
降
、
歴
代
藩

主
は
道
真
を
崇
敬
し
、
道
真
関
連
の
文
物
の
収
集
に
励
み

ま
す
。

　

五
代
藩
主
綱
紀
に
仕
え
て
い
た
書
物
役
・
山
本
基
庸
は
、

そ
の
収
集
に
奔
走
し
た
一
人
で
す
。
現
在
の
鎌
倉
市
に
あ

る
荏
柄
天
神
社
は
、
鎌
倉
に
お
け
る
天
神
信
仰
の
拠
点
と

し
て
発
展
し
て
い
ま
し
た
が
、
そ
の
縁
起
を
描
い
た
『
荏

柄
天
神
縁
起
絵
巻
』（
昨
年
九
月
十
日
よ
り
開
催
の
「
加

賀
藩
の
美
術
工
芸
」
に
て
展
示
済
）
を
買
い
求
め
た
の
も
、

基
庸
で
し
た
。
か
つ
て
出
開
帳
に
出
た
際
、
綱
紀
は
そ
れ

を
借
用
・
模
写
し
て
い
た
の
で
す
。

　

今
回
の
特
集
で
は
、
こ
う
し
た
道
真
関
連
の
作
品
の
中

か
ら
、「
天
神
画
像
」
を
展
示
し
ま
す
。

大
宰
府
に
送
ら
れ
る
際
、
縄
の
上
に
座
ら

さ
れ
、
怒
り
の
形
相
を
見
せ
る
「
縄
敷
天

神
画
像
」。
道
真
が
や
が
て
唐
へ
渡
り
法

衣
を
受
け
た
と
す
る
「
渡
唐
天
神
画
像
」

な
ど
、
さ
ま
ざ
ま
な
天
神
様
の
姿
を
ご
紹

介
し
ま
す
。

春の優品選
2月10日（金）～3月24日（土）会期中無休

前田育徳会尊經閣文庫分館

胞輪天神像 寺田栄次郎氏アトリエの一隅

寺田栄次郎展
－10cm四方の小宇宙－
2月10日（金）～3月24日（土）会期中無休

第３展示室
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脇指　銘賀州住兼若　延宝七年八月吉日
辻村　兼若　1679年

　

今
回
の
展
示
は
、
加
賀
の
地
で
作
ら
れ
た
刀
剣
で
あ
る

「
加
州
刀
」
の
中
か
ら
、
江
戸
時
代
に
作
ら
れ
た
新
刀
を

中
心
に
構
成
し
て
い
ま
す
。
加
州
新
刀
の
刀
工
は
、
在
来

派
と
移
入
派
に
大
別
さ
れ
ま
す
。
今
回
は
、
在
来
派
と
し

て
藤
嶋
友
重
流
の
、
友
重
、
信
友
、
清
光
の
刀
、
脇
指
、

薙
刀
、
槍
を
。
そ
し
て
移
入
派
は
、
美
濃
か
ら
移
住
し
た

と
さ
れ
る
辻
村
兼
若
の
刀
、
脇
指
を
展
示
し
ま
す
。

　

藤
嶋
友
重
は
、
十
四
世
紀
に
現
在
の
福
井
市
藤
嶋
か
ら
、

同
じ
く
現
在
の
金
沢
市
泉
に
移
住
し
た
と
考
え
ら
れ
て
い

る
刀
工
で
、
以
後
数
代
に
わ
た
り
活
動
し
ま
し
た
。
信
友
、

清
光
は
そ
の
流
れ
を
く
む
刀
工
で
、
特
に
清
光
の
名
は
新

撰
組
の
沖
田
総
司
が
用
い
た
刀
と
し
て
有
名
に
な
り
ま
し

た
。
兼
若
は
、
江
戸
時
代
初
め
の
慶
長
年
間
に
金
沢
に
移

住
し
た
と
考
え
ら
れ
て
い
る
刀
工
で
、
そ
の
作
行
き
は
藩

政
時
代
を
通
し
て
高
く
評
価
さ
れ
、「
加
賀
正
宗
」
と
も

呼
ば
れ
ま
し
た
。

　

今
回
は
、
展
示
総
点
数
十
九
点
の
う
ち
十
四
点
が
国
か

ら
譲
与
を
受
け
、
当
館
で
研
磨
し
た
「
赤
羽
刀
」
で
す
。

特
に
兼
若
六
点
は
こ
れ
ま
で
同
時
に
展
示
さ
れ
た
こ
と
が

な
く
、
友
重
、
清
光
ら
と
あ
わ
せ
て
加
州
新
刀
の
最
も
充

実
し
た
時
期
の
作
品
の
一
端
を
ご
紹
介
し
た
い
と
思
い
ま

す
。

　

さ
ら
に
今
回
は
成
巽
閣
ご
所
蔵
の
、
瑞
龍
寺
奉
納
刀
を

特
別
に
展
示
し
ま
す
。
こ
れ
は
加
賀
藩
三
代
藩
主
前
田
利

常
が
、
息
子
で
四
代
藩
主
光
高
の
急
逝
を
受
け
て
、
孫
の

五
代
藩
主
綱
紀
の
武
運
長
久
を
祈
る
た
め
に
、
領
内
の
刀

工
二
十
二
人
に
命
じ
て
作
刀
さ
せ
、
瑞
龍
寺
に
奉
納
し
た

も
の
の
う
ち
、
現
存
す
る
貴
重
な
一
口
で
す
。

刀剣と槍
2月10日（金）～3月24日（土）会期中無休2月10日（金）～3月24日（土）会期中無休

第2展示室

主な展示作品

3月のコレクション展示室

油彩画

彫塑

日本画・書

近現代工芸

「春の優品選」

特集展示
「刀剣と槍」

古美術

古美術

国宝　色絵雉香炉　　　
重文　色絵雌雉香炉
　　　ともに野々村仁清　　

雪韻（秋田杉） 石川　義
舞 坂根克介
高適の詩 久田鶴南

特集「近現代九谷焼の流れ」
赤絵金彩菊図花瓶　初代中村秋塘

色絵山水図大鉢　初代德田八十吉
色絵牡丹文大皿　二代松本佐吉

ミゼレーレⅥ 中村晋也
人魚 松田尚之

波 吉田三郎

特集「寺田栄次郎展」
雪と鳥於能登輪島 鴨居　玲
聖職者 松本　昇
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玄
土
社
の
一
年
間
の
活
動
を
集
約
す
る
'11
玄
土
社
書
展
は
、
常
に

「
今
」
を
表
現
す
る
抽
象
作
品
五
十
点
、
古
典
臨

作
品
二
十
五
点

を
展
示
い
た
し
ま
す
。

　

書
壇
の
時
流
と
は
逆
に
玄
土
社
が
中
央
展
を
退
会
し
た
の
は

三
十
数
年
前
の
こ
と
。
以
来
、
少
数
派
に
甘
ん
じ
て
、
作
品
発
表

は
徹
底
的
に
最
前
衛
を
貫
き
、
古
典
は
厳
密
な
模
写
に
取
組
み
、

保
守
と
前
衛
の
両
極
を
楽
し
ん
で
歩
み
つ
づ
け
て
い
ま
す
。

　

昨
年
に
は
書
の
故
郷
中
国
北
京
精
華
大
学
で
前
衛
書
展
を
開
催
。

玄
土
社
臨
摸
三
十
年
記
念
東
京
展
に
は
、
百
三
十
三
点
の
作
品
が

展
示
さ
れ
ま
し
た
。

◇
会
期
中
の
行
事

　
　
　
　
　
「
表
立
雲
ト
ー
ク
タ
イ
ム
」

　
　
　
　
　

テ
ー
マ　

古
典
書
の
臨
摸
三
十
年

　
　
　
　
　

日　

時　

三
月
十
八
日
（
日
）
午
後
一
時
三
十
分

◇
入
場
無
料

◇
連
絡
先　

金
沢
市
本
多
町
一
│
七
│
十
五　

玄
土
社

　
　
　
　
　

Ｔ
Ｅ
Ｌ　

〇
七
六
│
二
六
三
│
〇
一
二
二

　

昭
和
五
十
一
年
に
認
定
さ
れ
た
石
川
県
指
定
無
形
文
化
財
保
持
団

体
九
谷
焼
保
存
会
が
、
技
術
保
存
・
発
展
向
上
を
図
る
た
め
の
事
業

と
し
て
毎
年
行
っ
て
い
る
公
募
展
で
今
年
三
十
五
回
を
迎
え
ま
す
。

今
回
は
石
川
県
九
谷
陶
磁
器
商
工
業
協
同
組
合
連
合
会
五
十
周
年

記
念
事
業
と
し
て
第
２
展
示
室
で
古
九
谷
、
第
５
展
示
室
で
近
現
代

九
谷
焼
の
流
れ
も
同
時
に
見
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

◇
入
場
料　
一般
五
〇
〇
円
（
友
の
会
料
金　
二
八
〇
円
）

　
　
　
　
　

高
校
生
以
下
無
料

　
　
　
　
　

※ 

伝
統
九
谷
焼
工
芸
展
と
第
２･

５
展
示
室
を
含
む

コ
レ
ク
シ
ョ
ン
展
が
ご
覧
に
な
れ
ま
す
。

◇
連
絡
先　

能
美
市
寺
井
町
よ
二
十
五
番
地

　
　
　
　
　

石
川
県
九
谷
会
館

　
　
　
　
　

Ｔ
Ｅ
Ｌ　

〇
七
六
一
│
五
七
│
〇
一
二
五

’11 玄土社書展

第8・9展示室

3月の企画展示室

3月16日（金）～18日（日）会期中無休

第35回
伝統九谷焼工芸展

第7展示室

3月9日（金）～22日（木）会期中無休

　

昨
年
の
暮
、
創
立
五
〇
周
年
を
記
念
す
る
石
川
県
陶
芸
協
会
展
が
、
当
館
の
企

画
展
示
室
で
開
催
さ
れ
ま
し
た
。
い
う
ま
で
も
な
く
石
川
県
は
、
九
谷
焼
、
大
樋

焼
な
ど
、
や
き
も
の
の
盛
ん
な
地
域
と
し
て
全
国
に
知
ら
れ
て
い
ま
す
。
今
回
、

コ
レ
ク
シ
ョ
ン
展
示
室
（
第
５
）
で
は
、
同
協
会
の
創
立
五
〇
周
年
に
合
わ
せ
て
、

当
館
の
所
蔵
品
を
中
心
に
近
現
代
九
谷
焼
の
流
れ
を
ご
覧
い
た
だ
き
ま
す
。
そ
れ

に
合
わ
せ
、
一
階
の
情
報
・
図
書
コ
ー
ナ
ー
で
は
、
当
館
の
蔵
書
の
中
か
ら
、
過

去
の
展
覧
会
図
録
を
中
心
に
、
左
記
の
関
連
書
籍
を
開
架
し
て
い
ま
す
の
で
、
お

気
軽
に
閲
覧
い
た
だ
け
れ
ば
幸
い
で
す
。

図
書
コ
ー
ナ
ー
だ
よ
り

お
知
ら
せ

　

B
S
日
テ
レ「
ぶ
ら
ぶ
ら
美
術
館
博
物
館
」に
石
川
県
立
美
術
館
が
登
場
し
ま
す
。

　

放
映
日
時
／
平
成
23
年
３
月
23
日
（
金
）
夜
７
時
〜

○
近
代
九
谷
の
名
工　

初
代
中
村
秋
塘
展

　

昭
和
五
十
五
年
／
加
賀
市
美
術
館

○
寺
井
の
色
絵
九
谷
作
品
図
録

　

昭
和
五
十
六
年
／
寺
井
愛
陶
会

○
喜
寿
記
念　

浅
蔵
五
十
吉
展　

　

平
成
二
年
／
高
島
屋

○ 

色
絵
の
清
華
―
歴
代
名
工
の
活
躍

　

―
明
治
・
大
正
・
昭
和

　

平
成
十
二
年
／
寺
井
町
九
谷
焼
資
料
館

○
九
谷
庄
三
展
―
作
品
に
見
る
裏
銘
―

　

平
成
十
三
年
／
寺
井
町
九
谷
焼
資
料
館

○ 

大
樋
長
左
衛
門
窯
の
陶
芸

　

―
加
賀
百
万
石
の
茶
陶　

　

平
成
十
三
年
／
淡
交
社

○
釉
裏
金
彩　

吉
田
美
統
作
陶
展　

　

平
成
十
三
年
／
日
本
橋
三
越

○ 

現
代
九
谷
の
黎
明　

　

北
出
塔
次
郎
と
青
泉
窯
三
代　

　

平
成
十
四
年
／
石
川
県
九
谷
焼
美
術
館

○
「
明
治
九
谷
の
旗
手　

吟
秋
・
一
毫
兄
弟
」
展

　

平
成
十
五
年
／
石
川
県
九
谷
焼
美
術
館

○
北
出
不
二
雄
作
陶
展　

　

平
成
十
五
年
／
高
島
屋

○
歿
後
五
十
年　

初
代
德
田
八
十
吉　

　

古
九
谷
・
吉
田
屋
の
再
現
に
か
け
た
生
涯

　

平
成
十
八
年
／
小
松
市
立
博
物
館

○
追
悼　

人
間
国
宝　

德
田
八
十
吉
展　

　

平
成
二
十
三
年
／
朝
日
新
聞
社

（
※
発
行
年
順　

発
行
者
の
名
称
は
当
時
の
ま
ま
で
記
載
し
ま
し
た
。）
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企画展 topics

平成24年4月22日（日）～5月13日（日）　会期中無休

　

抹
茶
碗
を
制
作
す
る
小
学
生
親
子
対
象
の
４
回
連
続
講
座
「
き
じ
っ
子
ク
ラ

ブ
」。
最
終
回
の
１
月
22
日
、
出
来
上
が
っ
た
抹
茶
碗
で
の
茶
会
の
日
を
迎
え
ま

し
た
。
今
回
の
講
座
の
目
玉
は
自
分
の
制
作
し
た
茶
碗
で
抹
茶
が
頂
け
る
こ
と
。

茶
室
で
は
、
自
作
の
お
茶
碗
を
前
に
完
成
し
た
喜
び
や
そ
の
出
来
映
え
な
ど
、
親

子
で
、
ま
た
、
並
ん
で
座
る
他
の
参
加
者
の
方
と
も
語
り
合
う
姿
が
あ
ち
こ
ち
で

見
ら
れ
、
一
緒
に
制
作
し
て
き
た
方
々
と
共
々
に
完
成
し
た
喜
び
を
分
か
ち
あ
う

和
や
か
な
様
子
が
印
象
的
で
し
た
。
ま
た
、茶
会
後
の
企
画
展
「
古
美
術
優
品
展
」

の
鑑
賞
で
は
、
講
座
終
了
後
に
も
再
度
展

示
室
に
足
を
運
ぶ
参
加
者
が
何
組
も
い
る

な
ど
、
参
加
者
の
方
々
の
関
心
は
非
常
に

高
く
、
制
作
と
結
び
つ
い
た
展
示
作
品
の

鑑
賞
会
の
魅
力
を
実
感
し
た
講
座
と
な
り

ま
し
た
。

　

企
画
展
示
室
、
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
展
示
室
そ
れ
ぞ
れ
で
大
勢
の
方
か
ら
ご
意
見
い

た
だ
き
ま
し
た
。
来
館
者
を
み
る
と
、
男
女
ほ
ぼ
同
じ
割
合
で
し
た
が
、
六
〇
歳

以
上
の
方
が
半
数
を
占
め
て
お
り
、
や
や
年
代
が
高
い
傾
向
が
み
ら
れ
ま
し
た
。

し
か
し
休
日
に
は
県
外
か
ら
の
三
十
歳
以
下
の
割
合
が
高
く
な
り
、
そ
れ
と
関
連

し
て
か
、
自
家
用
車
で
の
来
館
が
二
割
ほ
ど
増
加
し
ま
し
た
。

　

駐
車
場
に
関
す
る
意
見
が
い
く
つ
か
寄
せ
ら
れ
て
お
り
、
係
員
を
増
員
し
た
ほ

か
、
職
員
の
出
動
回
数
を
増
や
し
、
で
き
る
だ
け
不
便
の
無
い
よ
う
に
努
力
し
ま

し
た
。
ま
た
、
展
示
作
品
の
文
字
表
記
の
大
き
さ
や
解
説
を
希
望
す
る
意
見
が
あ

り
、
企
画
展
・
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
展
と
も
に
で
き
る
だ
け
解
説
を
つ
け
、
カ
ー
ド
も

読
み
や
す
く
す
る
な
ど
、皆
様
か
ら
の
声
を
生
か
し
た
取
り
組
み
を
行
っ
て
い
ま
す
。

　

今
後
と
も
、
ご
来
館
の
節
に
は
、
ぜ
ひ
と
も
ご
意
見
を
お
寄
せ
下
さ
い
。

幻のコレクション
中国陶磁名品展 ─イセコレクションの至宝─

　

本
展
は
、
美
術
品
収
集
家
と
し
て
も
知
ら
れ
る
イ
セ
食
品
グ

ル
ー
プ
会
長
、
伊
勢
彦
信
氏
の
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
か
ら
、
中
国
の
古

代
、
唐
、
宋
、
元
、
明
、
清
の
時
代
の
陶
磁
器
の
名
品
を
選
り
す

ぐ
り
、
重
要
文
化
財
二
点
を
含
む
約
百
点
を
一
堂
に
公
開
す
る
も

の
で
す
。
伊
勢
氏
の
中
国
陶
磁
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
は
質
の
高
さ
で
国

内
外
か
ら
高
く
評
価
さ
れ
て
い
ま
す
が
、
こ
れ
ま
で
そ
の
全
貌
が

公
開
さ
れ
た
こ
と
は
な
く
、
今
回
は
一
部
の
研
究
者
の
み
が
知
っ

て
い
た
「
幻
の
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
」
が
一
挙
公
開
さ
れ
る
こ
と
で
、

全
国
的
に
大
き
な
話
題
を
呼
ぶ
も
の
と
思
い
ま
す
。

　

中
国
の
陶
磁
器
は
、
本
県
の
古
九
谷
に
も
深
く
影
響
を
与
え
て

い
ま
す
。
今
回
の
展
覧
会
は
、
工
芸
王
国
石
川
の
一
つ
の
ル
ー
ツ

を
た
ど
る
も
の
と
し
て
も
意
義
が
あ
り
、
伝
統
工
芸
に
従
事
す
る

人
々
や
愛
好
者
に
と
っ
て
も
貴
重
な
研
鑽
や
学
習
の
機
会
と
な
る

の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。
さ
ら
に
、
中
国
陶
磁
は
茶
道
や
華
道

な
ど
の
生
活
文
化
で
も
重
要
な
意
味
を
持
つ
こ
と
か
ら
、
単
に
古

陶
磁
や
美
術
愛
好
者
の
み
な
ら
ず
、
是
非
と
も
幅
広
い
方
々
に
本

展
を
ご
鑑
賞
い
た
だ
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

主
な
展
示
作
品

　

重
文　

飛
青
磁
柑
子
口
花
生　

元
時
代　

龍
泉
窯

　

重
文　

五
彩
金
襴
手
花
鳥
文
瓢
形
瓶　

明
時
代　

景
徳
鎮
窯

　
　
　
　

白
地
黒
搔
落
し
牡
丹
唐
草
文
瓶　

宋
時
代　

磁
州
窯

　
　
　
　

法
花
蓮
池
水
禽
文
瓶　

明
時
代　

景
徳
鎮
窯

重
文　

五
彩
金
襴
手
花
鳥
文
瓢
形
瓶　

明
時
代　

景
徳
鎮
窯

ミ
ュ
ー
ジ
ア
ム
レ
ポ
ー
ト　

き
じ
っ
子
茶
会

ア
ン
ケ
ー
ト
結
果
よ
り
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セルフ・ポートレイト展
キャンバスの中の巨匠たち

地域文化が育んだ
美術館・博物館の名品展

古美術優品展
─山川コレクションを中心とした

茶の湯の美─

平成23年度の
展覧会を振り返って

　

当
館
で
は
、
一
階
の
企
画
展
示
室
や
二
階
の
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
展
示
室
で
多

く
の
展
覧
会
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。
そ
れ
ら
の
中
か
ら
当
館
主
催
の
企
画
展

を
振
り
返
っ
て
み
た
い
と
思
い
ま
す
。

　

春
の「
セ
ル
フ
・
ポ
ー
ト
レ
イ
ト
展　

―
キ
ャ
ン
バ
ス
の
中
の
巨
匠
た
ち
―
」

は
、
自
画
像
と
代
表
的
な
作
品
に
肖
像
写
真
を
添
え
て
展
示
し
ま
し
た
。
日

動
美
術
財
団
の
協
力
の
も
と
、
明
治
か
ら
現
代
ま
で
六
十
五
作
家
、
一
三
二

点
の
構
成
と
な
り
、一
部
の
作
家
は
作
品
と
創
作
の
秘
密
を
窺
わ
せ
る
パ
レ
ッ

ト
も
あ
わ
せ
て
展
示
し
ま
し
た
。
明
治
か
ら
現
代
に
い
た
る
作
家
の
、
こ
れ

だ
け
ま
と
ま
っ
た
数
の
自
画
像
が
な
ら
ぶ
こ
と
は
な
く
、
毎
週
日
曜
日
午
前

の
ギ
ャ
ラ
リ
ー
ト
ー
ク
で
担
当
学
芸
員
が
作
家
の
エ
ピ
ソ
ー
ド
等
を
語
っ
た

こ
と
も
あ
っ
て
、
参
加
さ
れ
た
方
々
か
ら
は
作
家
・
作
品
に
親
し
み
が
深
ま
っ

た
と
好
評
で
し
た
。
ま
た
画
家
の
内
面
を
描
い
た
自
画
像
は
、
よ
り
深
い
作

家
像
を
伺
い
知
る
こ
と
が
で
き
た
と
の
感
想
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　

秋
の
「
地
域
文
化
が
育
ん
だ
美
術
館
・
博
物
館
の
名
品
展
」
は
、
地
域
で

育
ま
れ
た
文
化
財
や
美
術
工
芸
作
品
を
収
集
対
象
と
し
て
活
動
し
て
い
る
公

立
美
術
館
・
博
物
館
の
収
蔵
作
品
の
中
か
ら
、
当
館
を
含
め
、
愛
知
県
以
西

十
四
館
の
三
十
三
件
の
伝
統
的
工
芸
品
、
工
芸
作
品
を
紹
介
し
た
も
の
で
す
。

な
お
、
本
展
は
会
期
中
に
金
沢
で
開
催
さ
れ
た
第
五
十
九
回
全
国
博
物
館
大

会
の
協
賛
展
と
し
て
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　

鑑
賞
者
か
ら
は
、
西
日
本
だ
け
に
限
定
さ
れ
た
展
示
と
は
い
え
、
素
材
を

生
か
し
技
術
を
駆
使
し
て
現
代
か
ら
未
来
へ
と
つ
な
が
っ
て
行
く
、
そ
れ
ぞ

れ
の
地
域
で
育
っ
た
伝
統
工
芸
品
を
改
め
て
見
つ
め
る
こ
と
が
で
き
、
そ
の

す
ば
ら
し
さ
に
魅
了
さ
れ
た
と
の
声
が
聞
か
れ
ま
し
た
。

　

東
日
本
大
震
災
等
の
事
情
に
よ
り
、
関
東
・
東
北
地
方
の
館
を
紹
介
で
き

ず
、
展
示
ス
ペ
ー
ス
の
関
係
か
ら
、
各
品
目
十
点
ぐ
ら
い
し
か
紹
介
で
き
ま

せ
ん
で
し
た
。
全
国
に
は
二
百
を
超
え
る
伝
統
的
工
芸
品
（
国
指
定
）
が
あ

り
、
各
地
の
美
術
館
・
博
物
館
で
は
そ
れ
ら
を
紹
介
し
て
い
ま
す
。
本
展
を

ご
覧
に
な
ら
れ
た
皆
様
が
、
こ
れ
を
機
会
に
全
国
の
館
を
訪
れ
る
き
っ
か
け

に
な
れ
ば
幸
い
で
す
。　

　

新
春
「
古
美
術
優
品
展　

―
山
川
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
を
中
心
と
し
た
茶
の
湯

の
美
―
」
は
、
当
館
の
顔
と
も
い
え
る
国
宝
「
色
絵
雉
香
炉
」
を
は
じ
め
と

す
る
、
金
沢
の
素
封
家
山
川
家
が
三
代
に
わ
た
っ
て
収
集
し
た
コ
レ
ク
シ
ョ

ン
を
中
心
に
展
示
し
た
も
の
で
、
こ
れ
ら
は
当
館
の
古
美
術
の
核
と
な
っ
て

い
る
名
品
で
す
。
三
代
庄
太
郎
の
没
後
五
十
年
の
節
目
を
迎
え
た
こ
と
を
記

念
し
て
、
近
代
の
数
奇
者
山
川
家
の
茶
道
美
術
を
中
心
に
当
館
が
所
蔵
す
る

古
美
術
の
優
品
を
公
開
し
、
加
賀
の
茶
道
を
中
心
と
し
た
文
化
を
お
楽
し
み

い
た
だ
き
ま
し
た
。
重
要
文
化
財
四
点
、
県
指
定
文
化
財
九
点
を
含
む
約

一
三
〇
点
の
展
示
で
し
た
。
ま
た
、
前
田
育
徳
会
尊
經
閣
文
庫
分
館
で
も
茶

道
具
と
名
物
裂
が
展
示
さ
れ
、
あ
ら
た
め
て
そ
れ
ら
を
認
識
し
て
い
た
だ
け

た
も
の
と
思
い
ま
す
。
来
館
者
か
ら
は
、
数
多
く
の
優
品
を
一
堂
に
鑑
賞
す

る
こ
と
が
で
き
、
と
て
も
一
度
で
味
わ
い
つ
く
せ
な
い
と
の
声
や
、
土
曜
講

座
・
ギ
ャ
ラ
リ
ー
ト
ー
ク
と
、当
館
館
長
の
「
山
川
庄
太
郎
翁
と
コ
レ
ク
シ
ョ

ン
」
の
講
演
会
等
か
ら
あ
ら
た
め
て
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
の
す
ば
ら
し
さ
を
堪
能

で
き
た
と
の
声
が
数
多
く
よ
せ
ら
れ
ま
し
た
。
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移動美術展 in 中能登
展覧会回顧

　

本
年
度
の
移
動
美
術
展
は
、
一
月
二
十
二
日
か
ら
二
十
九
日
ま
で
、

中
能
登
町
で
開
催
さ
れ
ま
し
た
。
会
場
は
、
ラ
ピ
ア
鹿
島
で
、
平
成

七
・
十
七
年
に
引
き
続
き
三
回
目
と
な
り
ま
す
。
展
示
作
品
は
、
県

立
美
術
館
所
蔵
の
絵
画
（
日
本
画
、
油
彩
画
、
ア
ク
リ
ル
画
、
素
描
）

二
十
九
点
、
浮
世
絵
版
画
十
六
点
、
彫
塑
七
点
の
計
五
十
二
点
を
展

示
し
ま
し
た
。
従
来
の
展
示
構
成
で
は
、
基
本
的
に
ジ
ャ
ン
ル
別
に

陳
列
し
て
い
ま
し
た
が
、
今
回
は
特
に
絵
画
・
彫
塑
の
中
で
ジ
ャ
ン

ル
を
問
わ
ず
、
テ
ー
マ
を
設
け
て
配
列
し
ま
し
た
。
ま
ず
季
節
を
感

じ
さ
せ
る
も
の
、「
季
節
の
情
景
（
一
）
春
〜
夏
」「
季
節
の
情
景
（
二
）

秋
〜
冬
」「
西
洋
の
情
景
」
と
分
け
、そ
れ
か
ら
「
人
び
と
の
姿
」、「
生

き
も
の
た
ち
」、「
動
か
ぬ
も
の
」（
静
物
画
）、「
抽
象
的
な
表
現
」

と
並
べ
、
最
後
に
浮
世
絵
を
「
風
景
」「
花
鳥
」「
人
物
」「
そ
の
他
」

と
ま
と
め
ま
し
た
。
さ
ら
に
、
順
路
を
矢
印
で
表
記
し
テ
ー
マ
パ
ネ

ル
の
上
に
付
け
、
見
て
歩
く
順
序
が
混
乱
し
な
い
よ
う
に
し
ま
し
た
。

　

例
年
の
如
く
今
回
も
、
地
元
の
多
く
の
小
中
学
生
が
団
体
鑑
賞
で

訪
れ
、
保
育
園
児
の
グ
ル
ー
プ
も
興
味
深
く
見
入
っ
て
い
ま
し
た
。

あ
ま
り
見
る
機
会
の
少
な
い
美
術
作
品
を
鑑
賞
す
る
こ
と
で
、
日
常

経
験
し
な
い
よ
う
な
発
見
や
感
動
が
あ
っ
た
こ
と
と
思
わ
れ
ま
す
。

ま
た
一
般
の
方
々
も
、
寒
い

時
期
に
も
か
か
わ
ら
ず
多
く

の
人
に
足
を
運
ん
で
い
た
だ

き
、
三
千
二
百
人
近
く
の
過

去
最
高
の
入
場
者
数
を
記
録

す
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

　

こ
れ
も
ひ
と
え
に
、
地
元

の
関
係
の
方
々
の
ご
協
力
の

賜
物
と
、
こ
こ
に
改
め
て
お

礼
申
し
上
げ
る
次
第
で
す
。

■
土
曜
講
座 

午
後
１
時
30
分
〜　

美
術
館
講
義
室　
　

聴
講
無
料

３
日
（
土
）

東
京
美
術
学
校
と
石
川
（
２
）　

西
田
孝
司　

担
当
課
長

■
ビ
デ
オ
鑑
賞
会 

午
後
１
時
30
分
〜　

美
術
館
ホ
ー
ル　
　

入
場
無
料

４
日
（
日
）

石
川
の
匠
た
ち　

　

即
是
色　

人
間
国
宝　

三
代
德
田
八
十
吉　
（
24
分
）

石
川
の
匠
た
ち　

炎
と
土
と
色　

ど
う
し
て
蘇
ら
す
か　

　

文
化
勲
章
受
章
者
・
浅
蔵
五
十
吉
（
20
分
）

石
川
の
匠
た
ち　

土
火
へ
の
祈
り　

　

大
樋
焼
十
代
大
樋
長
左
衛
門　
（
24
分
）

■
上
映
会 

午
後
１
時
30
分
〜　

美
術
館
ホ
ー
ル　
　

入
場
無
料

■
上
映
会 

午
後
２
時
30
分
〜　

12
日
（
月
）

平
成
二
十
二
年
度　

工
芸
技
術
記
録
映
画

「
釉
裏
金
彩
│
吉
田
美
統
の
わ
ざ
│
」　
（
32
分
）

記
念
講
演
会

「
近
現
代
の
日
本
の
工
芸
」　

嶋
崎　

丞
館
長

定
員
／
２
０
０
名
（
先
着
順
、
事
前
申
込
不
要
）

主
催
／
公
益
社
団
法
人　
日
本
工
芸
会
石
川
支
部
・
石
川
県
立
美
術
館

三
月
の
行
事
予
定

次
回
の
展
覧
会

前
田
育
徳
会

尊
經
閣
文
庫
分
館

前
田
家
の
調
度

│
唐
物
を
中
心
に
│

3月31日（土）

～

4月17日（火）

第
２
展
示
室

唐
物
へ
の
憧
れ

第
３
〜
９
展
示
室

第
六
十
八
回　

現
代
美
術
展

　

日
本
画
・
工
芸
・
書

3月29日（木）

～

4月17日（火）
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身
の
部
分
は
、
立
ち
上
が
り
か
ら
口
縁
部
に
向
け
て
、
蓋

は
中
心
か
ら
周
縁
部
に
向
け
て
、
金
粉
を
蒔
い
た
上
に
透す

き
う
る
し漆

を
塗
り
重
ね
、
そ
れ
ぞ
れ
暗
か
ら
明
へ
と
微
妙
な
グ
ラ
デ
ー

シ
ョ
ン
が
ほ
ど
こ
さ
れ
て
い
ま
す
。
身
、
蓋
の
合あ

い

口く
ち

附
近
に

は
、
弧
を
描
く
何
本
か
の
線
条
を
刻
み
、
シ
ン
プ
ル
な
表
現

の
中
に
も
、
心
地
よ
い
ア
ク
セ
ン
ト
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、
ボ
デ
ィ
ー
は
乾
漆
で
成
形
さ
れ
て
い
ま
す
が
、
漆

に
輪
島
の
地
の
粉
を
混
ぜ
て
麻
布
を
塗
り
固
め
堅
牢
性
を
も

た
せ
る
と
と
も
に
、
自
由
に
器
形
が
作
れ
軽
い
乾
漆
の
特
質

を
生
か
し
、
円
に
近
い
微
妙
に
ゆ
る
や
か
な
五
角
形
を
形

作
っ
て
い
ま
す
。
ま
る
で
、
馥ふ

く

郁い
く

た
る
梅
の
花
の
姿
を
連
想

さ
せ
る
か
の
よ
う
で
も
あ
り
、
作
者
の
温
か
な
人
柄
が
伝

わ
っ
て
く
る
よ
う
で
す
。

　

本
作
は
、
加
飾
を
極
力
抑
え
、
塗
り
の
技
を
全
面
に
出
し

て
、
そ
の
奥
深
い
神
秘
的
な
味
わ
い
を
か
も
し
出
す
作
者
の

持
ち
味
が
、
い
か
ん
な
く
発
揮
さ
れ
て
い
る
作
品
と
い
え
る

で
し
ょ
う
。

　

作
者
は
、
輪
島
市
に
生
ま
れ
ま
し
た
。
父
の
政ま

さ

、
蒔
絵
作

家
の
勝か

つ
た
せ
い
し
ょ
う

田
静
璋
に
師
事
。
昭
和
四
十
年
第
十
二
回
日
本
伝
統

工
芸
展
初
入
選
、
以
後
連
続
出
品
し
、
五
十
一
年
日
本
工
芸

会
会
長
賞
、
五
十
二
年
朝
日
新
聞
社
賞
、
六
十
二
年
保
持
者

選
賞
を
受
賞
。
そ
の
間
、
平
成
七
年
に
は
、
髹き

ゅ
う
し
つ漆で

重
要
無

形
文
化
財
保
持
者
に
認
定
さ
れ
て
い
ま
す
。
乾
漆
技
法
に
よ

る
柔
ら
か
な
器
形
と
、
塗ぬ

り

立た
て

仕
上
げ
（
花は

な

塗ぬ
り

）
に
よ
る
漆
の

光
沢
を
生
か
し
、
伝
統
的
技
法
を
駆
使
し
な
が
ら
、
近
代
的

な
造
形
感
覚
を
見
せ
る
優
品
を
制
作
し
続
け
ま
し
た
。

（
第
５
展
示
室
に
て
ご
覧
い
た
だ
け
ま
す
）

3月の休館日は
25日（日）～28日（水）

ご利用案内

コレクション展観覧料
　一　般　350円（280円）
　大学生　280円（220円）
　高校生以下　無料
　　※（　　）内は団体料金

3月の開館時間
　午前9：30～午後6：00

カフェ営業時間
　午前10：00～午後7：00　

　

三
月
一
日
（
木
）
よ
り
、
来
年
度
友
の
会
新

会
員
の
募
集
、
更
新
手
続
き
が
始
ま
り
ま
し
た
。

お
申
し
込
み
は
郵
便
振
替
を
ご
利
用
い
た
だ
く

か
、
直
接
県
立
美
術
館
で
お
手
続
き
く
だ
さ
い
。

　

現
在
、
会
員
の
方
も
更
新
の
手
続
き
を
お
願

い
し
ま
す
。

■
有
効
期
間　

平
成
24
年
４
月
１
日
〜

　
　
　
　
　
　

平
成
25
年
３
月
末
日

■
年
会
費　

２
、０
０
０
円

【
主
な
特
典
】

・
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
展
示
室
の
無
料
観
覧

・
企
画
展
の
招
待
券
進
呈

・
入
館
料
の
割
引

・ 

展
示
の
詳
細
や
そ
の
他
の
催
し
物
の
ご
案
内

を
記
載
し
た
、
美
術
館
だ
よ
り
（
本
誌
）
を

毎
月
送
付

　
　

　

新
し
い
会
員
証

の
図
版
は
、
江
戸

時
代
末
期
に
古
九

谷
窯
跡
で
開
か
れ

た
、
吉
田
屋
窯
の

名
品
「
色
絵
象
人
物
図
角
皿
」
で
す
。
昨
年
と
趣

を
変
え
て
、
異
国
情
緒
漂
う
作
品
を
用
い
ま
し
た
。

友
の
会
入
会
受
付
開
始


